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廃液再利用のための循環合成から見るポルサイト合成条件とそのリークテスト

〇岡ひかり¹,宍戸愛茉¹,髙橋輝星¹,大橋弘範²,小針淳¹

（福島県立福島高等学校¹, 福島大理工²）

福島原発事故後、除染作業によって放射性セシウム汚染土壌が大量に発生した。除去土壌は現在、中

間貯蔵施設に運び込まれて保管されており、さらに今後決定する最終処分場で処分される予定だ。これ

らの土壌は放射性セシウムの漏出がないことを前提に話が進められているが、本当に漏出がないとは言

い切れず、その科学的知見が不足している。また、これらの土壌を保管するには広大な敷地が必要だが、

将来保管場所が不足するとされている。そこで私たちは土壌の体積を小さくし、安定貯蔵するため方法

のひとつとして、土壌を鉱物のポルサイト化させることを提案している。ポルサイトとは組成式

Cs₂Al₂Si₄O₁₂・2H₂Oで表される酸塩基に強いゼオライト鉱物の一種で、合成などに関して現在いくつかの

グループによって研究が進められている。また、ポルサイトの組成式量に対するセシウムの量は約 40wt%
と、非常に高いことや、ポルサイト化を通して現在 1400万 m³もの土壌の大幅な減溶が期待されることか

ら最終処分材料の一つとして提案されている。しかし、雨水に晒される等の様々な条件下におけるセシ

ウムの漏出の有無はあまり検証されていない。本研究ではポルサイトの循環合成の条件を検討するとと

もに、上記の検証を行った。

まずポルサイトの循環合成をおこなった。ポルサイトを合成する際に発生する放射性セシウムを含む

廃液の量を削減するために、廃液を原液として再利用する循環合成において、合成可能回数が最大とな

る最適条件について安定同位体セシウムを用いて実験を行った。ベントナイト、水酸化ナトリウム、イ

オン交換水、塩化セシウムを含む懸濁溶液を耐圧容器に封じ込め、アズワン株式会社製の定温乾燥機を

用いて 180°Cで水熱合成を行った。得られた廃液は原料の一部とし、pHを測定した上で、ベントナイト

を再度加えポルサイトの再合成を行った。この過程を繰り返し、得られた固体を RIGAKU Ultima III の
XRD 装置を用いて XRD パターンを測定し、ポルサ

イトが合成できているかどうかを確認した。Fig1 に

循環合成における繰り返し回数と pHの関係を示す。

水酸化ナトリウム量を変化させて合成を行った所、

pH が下がるにつれてポルサイトが合成できていない

ように見える。そのため、合成回数ではなく、pHに

依存すると示唆された。

また、福島高校設置のリークテスト器に、ポルサ

イト・灰・土壌を導入し一定時間水を流通させて、

千代田テクノル製の Nal(Tl)シンチレーションカウン

ターを装備した RAD IQTM PS200 を用いて放射能を

測定した結果についても報告する。
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Fig.1 循環合成における繰り返し回数と pH の関

係. 〇:XRDでポルサイトが検出された,✖:検出さ

れなかった
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